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1. 背景と目的

ハイブリッド材料とは，強度・加工性に優れる人工材料
と，生体適合性に優れる生体由来材料の2つの材料の長所
を併せ持つ新たな医療材料のことで，足場材料である人工
材料を型に入れ生体内へ埋め込み，足場材料に組織化を誘
導することで得たものに脱細胞処理を行ったものである。
本研究の目的は，この全く新しい医療材料であるハイブ
リッド材料の最適な滅菌方法を確立することである。

2. 方　法

本研究では，生体組織を新生・誘導し，定着させるため
の足場として，ポリエステルベロア（1 mm厚）を使用した。
これを直径15 mmの円形に加工し，外型であるアクリルへ
内挿した。このデバイスをヤギの皮下へ埋め込んだ。埋め
込みから約3ヶ月（89日）後にデバイスを摘出した。サンプ
ルを脱細胞処理するために，1％ドデシル硫酸ナトリウム
水溶液中に6時間攪拌曝露し，その後生理食塩水を用いて
リンスを3日間実施した（図1）。
滅菌方法はオートクレーブ滅菌（121℃・20分）・乾熱滅
菌（160℃・120分）・EOG（ethylene oxide gas） 滅 菌
（37℃・120分）・過酸化水素プラズマ滅菌（45℃・45分）・
γ線滅菌（25 kGy）の5種類で，滅菌前に凍結乾燥処理を実
施した。凍結乾燥処理を実施せず生理食塩水に浸した状態
でのγ線滅菌も実施し，計6種類のサンプルを作製した。
滅菌後の材料上で血管内皮細胞の培養を行い，DAPI（4’,6- 

diamidino-2-phenylindole dihydrochloride）染色を用いて観

察を行った。

3. 結　果

DAPI染色の結果，6種類すべての滅菌後の試料上で血管
内皮細胞の核が確認された。生着細胞数の測定を行ったと
ころ，最も多かったのは凍結乾燥を実施しないγ線滅菌に
よるものだった。

4. まとめ

本研究では，ハイブリッド材料の最適な滅菌方法を確立
するために，材料の細胞接着性に着目し，各滅菌後の試料
上で血管内皮細胞の培養を行った。その結果最も細胞が生
着したのは凍結乾燥を実施しないγ線滅菌の試料だった。

5. 独創性

本研究の独創的な特色は，まったく新しい医療材料であ
るハイブリッド材料を臨床で用いるために，材料が本来持
つ生体適合性を損なわない滅菌方法を確立したことであ
る。
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図1　ハイブリッド材料作製方法


